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北海道内 薄暮時間帯、子どもとの事故多発

初冬期の事故防止
忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

スリップ事故に注意
危険を予測し、あらかじめの減速をお願いします

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前４時半 札幌 信号交差点
横断歩道の男性が、右折のタクシーにはねられ死亡

タクシー運転の男性、現行犯逮捕
◇ショートカット右折をしない （道路交通法にも禁止）◇

◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇
◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇

２０２３／１１／１７（金） １２：０８
１７日午前４時半ごろ、札幌市中央区の信号機のある交差点で、「人をひいてしまった。相手は意識がない」と

タクシーの運転手から警察に通報がありました。はねられたのは、５０代から６０代くらいの男性で、頭から出血し
ていて、運ばれた病院で死亡が確認されました。タクシーは、交差点を右折した際に、横断歩道上で男性をはね
たとみられています。警察は、タクシーを運転していた男性容疑者（６９）を現行犯逮捕しました。

午前７時前 居眠り運転か…
車同士が正面衝突 3人が救急搬送
朝の通勤・通学時間帯に最大9キロの渋滞

「事故前からふらふらと蛇行運転をしていた。居眠り運転ではないか？」
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２３／１１／１７（金） １９：２１
１７日午前６時４０分ごろ、長崎県の片側１車線の国道で、乗用車が対向車線にはみ出し、直進の軽ワゴン車と正面

衝突しました。この事故で軽ワゴン車を運転していた２０代の男性と同乗の４０代の男性、乗用車を運転していた３０
代の男性が胸などを打撲するけがをしました。はみ出した車の後ろを走っていた車の運転手は「事故前からふら
ふらと蛇行運転をしていた。居眠り運転ではないか」と話していたということです。また軽ワゴン車の運転手は
「よけきれなかった」と話していたということです。警察は居眠り運転の可能性も視野に調べています。

午後５時 国道 横断歩道のない場所
横断していた高齢男女が車にはねられる

うち１人が重傷
◇日没前後の「薄暮時間帯」は注意 ◇

◇歩行者を見落とさないように気を付けましょう ◇
◇『早朝・夜間』 信号や横断歩道のない場所・・・『渡ってくるかもしれない』、要注意◇

２０２３／１１／１６（木） １８：５７
１６日午後５時ごろ、宮城県の国道で道路を横断していた歩行者２人が車にはねられました。はねられたのは高

齢男女で、病院に救急搬送されましたがこのうち１人は会話ができない状態で重傷だということです。 現場は
片側１車線の見通しの良い直線道路で、横断歩道は無いということです。


